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発展途上国から見た地球環境問題

地
球
環
境
問
題
と
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ

　

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
は
、
世
界
的
に
不
足
す
る
農

地
、
淡
水
、
森
林
、
海
洋
資
源
な
ど
恵
ま
れ
た
自

然
条
件
を
も
つ
が
、
そ
れ
ら
は
急
速
に
減
少
し
悪

化
し
つ
つ
あ
る
。
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
は
一
九
八
〇

年
代
に
開
発
政
策
を
経
済
自
由
化
へ
と
転
換
し
た
。

熾
烈
な
国
際
競
争
に
直
面
し
た
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ

は
、
安
価
な
労
働
力
と
と
も
に
自
然
を
切
り
売
り

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
経
済
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
参

加
し
た
。
先
進
国
、
そ
し
て
中
国
な
ど
の
新
興
国

が
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
食
糧
、資
源・エ
ネ
ル
ギ
ー

を
大
量
に
吸
収
し
た
。
一
次
産
品
輸
出
経
済
は
、

経
済
成
長
を
実
現
す
る
一
方
で
、
自
然
環
境
を
悪

化
さ
せ
た
。
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
環
境
破
壊
は
地

球
環
境
に
と
っ
て
も
脅
威
と
な
る
。

●
先
進
国
へ
の
農
産
物
輸
出
が
森
林
を

減
少
さ
せ
る

　

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
が
直
面
す
る
環
境
問
題
の
な

か
で
最
も
重
要
な
も
の
の
一
つ
は
、
森
林
と
く
に

熱
帯
林
の
減
少
で
あ
る
。
森
林
の
減
少
は
一
九
八
〇

年
代
以
降
の
経
済
の
自
由
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に

よ
っ
て
加
速
し
た
。
Ｆ
Ａ
Ｏ
（
国
連
食
料
農
業
機

関
）
に
よ
れ
ば
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
森
林
減
少

は
、
一
九
九
〇
年
代
に
年
平
均
四
一
〇
万
ヘ
ク

タ
ー
ル
と
ア
フ
リ
カ
に
次
い
で
大
き
か
っ
た
が
、

二
〇
〇
〇
～
二
〇
〇
五
年
に
は
四
五
〇
万
ヘ
ク

タ
ー
ル
と
ア
フ
リ
カ
を
超
え
た
。
減
少
率
で
見
る

と
〇・
四
六
％
か
ら
〇・
五
一
％
へ
と
上
昇
し
た
。

世
界
全
体
の
森
林
減
少
は
一
九
九
〇
年
代
か
ら

二
〇
〇
〇
年
代
に
減
速
し
た
が
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ

カ
で
は
加
速
し
た
。
二
〇
〇
〇
年
代
で
は
世
界
の

森
林
減
少
の
六
〇
％
が
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
で
生
じ

て
い
る
（
表
１
）。

　

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
域
内
を
見
る
と
、
中
央
ア
メ

リ
カ
の
減
少
率
が
一
貫
し
て
高
い
。
南
ア
メ
リ
カ

の
減
少
率
は
中
央
ア
メ
リ
カ
ほ
ど
で
は
な
い
が
、

破
壊
の
面
積
は
中
央
ア
メ
リ
カ
を
は
る
か
に
超
え

て
い
る
。
二
〇
〇
〇
年
代
で
は
年
平
均
で
四
二
〇
万

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
森
林
が
失
わ
れ
て
い
る
。
国
別
で

は
、
中
央
ア
メ
リ
カ
の
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
の
減
少
率

が
大
き
く
年
三
％
を
超
え
て
い
る
。
エ
ル
サ
ル
バ

ド
ル
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
な
ど
で
も
一
％
を
超
え
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
国
で
は
こ
の
ま
ま
だ
と
数
十
年
で

森
林
が
完
全
に
失
わ
れ
る
。
メ
キ
シ
コ
、
ペ
ル
ー
、

ボ
リ
ビ
ア
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
比

較
的
森
林
規
模
の
大
き
な
国
で
年
平
均
〇・
四
～

〇・
五
％
程
度
の
森
林
減
少
が
続
い
て
い
る
。
広

大
な
森
林
を
も
つ
ブ
ラ
ジ
ル
の
年
平
均
森
林
減
少

表１　ラテンアメリカの森林面積の推移

地　　域
面　　積（1,000ha） 年面積変化（1,000ha） 年変化率（％）

1990 2000 2005 1990-2000 2000-2005 1990-2000 2000-2005

メキシコ 69,016 65,540 64,238 -348 -0.5 -260 -0.4

中央アメリカ＊ 27,639 23,837 22,411 -380 -285 -1.47 -1.23

　エルサルバドル 375 324 298 -5 -1.5 -5 -1.7

　ホンジュラス 7,385 5,430 4,648 -196 -3.0 -156 -3.1

カリブ 5,350 5,706 5,974 36 54 0.65 0.92

南アメリカ 890,818 852,796 831,540 -3,802 -4,251 -0.44 -0.5

　ボリビア 62,795 60,091 58,740 -270 -270 -0.4 -0.5

　ブラジル 520,027 493,213 477,698 -2,681 -3,103 -0.5 -0.6

世界 4,077,291 3,988,610 3,952,025 -8,868 -7,317 -0.22 -0.18

（出所）FAO, State of the World's Forest 2007, 2007.
（注）＊メキシコを含まない。
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面
積
は
、
一
九
九
〇
年
代
の
二
七
〇
万
ヘ
ク
タ
ー

ル
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
の
三
〇
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル

へ
と
増
大
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
森
林
減
少
の
主
要
な
原
因
は
、
米
国

な
ど
先
進
国
市
場
、
最
近
で
は
中
国
な
ど
新
興
国

向
け
の
新
た
な
農
産
物
の
生
産
で
あ
る
。大
豆（
ブ

ラ
ジ
ル
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
パ
ラ
グ
ア
イ
、
ボ
リ

ビ
ア
）、
果
物
・
野
菜
（
中
米
な
ど
）、
食
肉
（
中

米
、
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
）、
切
花
（
コ
ロ
ン
ビ
ア
、

エ
ク
ア
ド
ル
）
が
そ
の
代
表
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
農
産
物
の
生
産
は
、
輸
出
の
多
角
化
と
外
貨
獲

得
機
会
と
な
っ
た
が
、
森
林
破
壊
の
要
因
と
な
っ

た
。
輸
出
向
け
農
産
物
の
輸
出
の
影
響
は
森
林
破

壊
だ
け
で
は
な
い
。
大
量
の
水
使
用
に
よ
る
河
川

と
地
下
水
の
枯
渇
、
農
薬･

化
学
肥
料
利
用
に
よ

る
水
と
土
壌
の
汚
染
、
労
働
者
と
住
民
の
健
康
被

害
な
ど
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。

●
ア
マ
ゾ
ン
の
半
分
が
人
為
的
影
響
を

受
け
て
い
る

　

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
森
林
破
壊
の
な
か
で
最
も

大
規
模
な
も
の
は
ア
マ
ゾ
ン
で
あ
る
。
流
域
面
積

六
五
〇
万
平
方
キ
ロ
を
も
つ
ア
マ
ゾ
ン
で
は
、
道

路
が
縦
横
に
走
り
、
農
場
や
牧
場
が
広
が
っ
て
い

る
。
開
発
が
最
も
進
ん
で
い
る
の
は
、
ア
マ
ゾ
ン

の
半
分
以
上
の
三
八
〇
万
平
方
キ
ロ
が
存
在
す
る

ブ
ラ
ジ
ル
で
あ
る
。
国
立
宇
宙
研
究
所
（
Ｉ
Ｎ
Ｐ

Ｅ
）
に
よ
れ
ば
、
法
定
ア
マ
ゾ
ン
（
開
発
行
政
を

目
的
に
定
め
ら
れ
た
も
の
で
、
セ
ラ
ー
ド
と
呼
ば

れ
る
サ
バ
ン
ナ
地
帯
を
含
み
、
そ
の
面
積
は

五
二
〇
万
平
方
キ
ロ
）
で
は
、
こ
れ
ま
で
毎
年
約

二
万
平
方
キ
ロ
の
森
林
が
失
わ
れ
て
き
た
。

　

ア
マ
ゾ
ン
で
は
従
来
か
ら
の
牧
畜
、
林
業
に
加

え
大
豆
が
森
林
破
壊
の
重
要
な
原
因
と
な
っ
て
い

る
。
牧
畜
、
大
豆
栽
培
は
セ
ラ
ー
ド
か
ら
熱
帯
林

の
奥
深
く
に
侵
入
し
つ
つ
あ
る
。
内
陸
で
の
農
業

は
生
産
物
の
輸
送
と
い
う
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
を
も
つ

が
、
道
路
、
水
路
網
の
整
備
は
そ
れ
を
解
消
し
、

開
発
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
さ
ら
に
奥
地
に
広
げ
て

い
る
。
エ
タ
ノ
ー
ル
需
要
に
よ
っ
て
急
成
長
し
て

い
る
サ
ト
ウ
キ
ビ
栽
培
は
、
ア
マ
ゾ
ン
で
は
現
段

階
で
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、
エ
タ

ノ
ー
ル
工
場
も
設
立
さ
れ
、
今
後
は
栽
培
が
増
加

す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
、
エ
タ
ノ
ー

ル
の
影
響
で
重
要
な
の
は
、
こ
う
し
た
直
接
的
な

も
の
で
は
な
く
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
な
ど
で
の
サ
ト

ウ
キ
ビ
畑
の
拡
大
が
玉
突
き
の
よ
う
に
大
豆
栽
培
、

牧
畜
な
ど
を
ア
マ
ゾ
ン
に
押
し
出
す
間
接
的
な
影

響
で
あ
る
。
国
際
的
な
大
豆
、
エ
タ
ノ
ー
ル
需
要

が
ア
マ
ゾ
ン
に
新
た
な
脅
威
を
も
た
ら
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

　

法
定
ア
マ
ゾ
ン
の
森
林
破
壊
は
、
近
年
そ
の
ス

ピ
ー
ド
が
減
速
し
、
二
〇
〇
七
年
に
は

一
万
一
〇
〇
〇
平
方
キ
ロ
と
お
お
よ
そ
半
減
し
た
。

し
か
し
、
現
実
に
は
有
用
な
木
材
を
選
択
的
に
伐

採
す
る
（
択
伐
）
な
ど
に
よ
っ
て
森
林
の
密
度
が

低
下
し
て
い
る
と
の
指
摘
が
あ
る
（
参
考
文
献

①
）。
ア
マ
ゾ
ン
で
の
林
業
は
違
法
な
伐
採
が
多

い
。
ア
マ
ゾ
ン
で
は
木
材
採
取
の
た
め
無
数
の
道

路
が
開
か
れ
て
い
る
。
伐
採
さ
れ
た
木
材
の
一
部

は
密
輸
に
よ
っ
て
海
外
に
輸
出
さ
れ
る
。
ア
マ
ゾ

ン
人
間
環
境
研
究
所
（
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｚ
Ｏ
Ｎ
）
に
よ
れ

ば
、
二
〇
〇
二
年
ま
で
に
ア
マ
ゾ
ン
の
一
九
％
が

農
牧
林
業
、
鉱
業
、
都
市
化
な
ど
確
固
と
し
た
人

的
影
響
を
受
け
、
さ
ら
に
二
七
％
が
初
期
的
な
影

響
を
受
け
て
い
る
と
さ
れ
る
（
参
考
文
献
②
）。

ア
マ
ゾ
ン
は
も
は
や
未
開
の
地
で
は
な
い
。
そ
し

て
ア
マ
ゾ
ン
の
森
林
破
壊
は
、
農
産
物
な
ど
に
対

す
る
海
外
の
需
要
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。

●
エ
ビ
養
殖
、観
光
業
が
マ
ン
グ
ロ
ー

ブ
、サ
ン
ゴ
礁
を
破
壊
す
る

　

環
境
破
壊
が
海
外
要
因
に
関
わ
っ
て
い
る
の
は
、

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
、
サ
ン
ゴ
礁
の
場
合
も
同
じ
で
あ

る
。
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
は
中
米
、
カ
リ
ブ
を
中

心
に
世
界
の
三
〇
％
弱
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
が
存

在
す
る
。
破
壊
の
速
度
は
減
少
し
つ
つ
あ
る
が
、

そ
れ
で
も
二
〇
〇
〇
～
二
〇
〇
五
年
に
、
中
米
、

カ
リ
ブ
で
は
年
平
均
〇・
八
％
で
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ

林
が
失
わ
れ
て
い
る
（
参
考
文
献
③
）。
マ
ン
グ

ロ
ー
ブ
林
は
、
他
の
地
域
同
様
に
、
ラ
テ
ン
ア
メ

リ
カ
で
も
建
築
用
の
木
材
、
燃
料
用
の
薪
・
木
炭

を
採
取
し
、
魚
介
類
を
獲
る
場
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
こ
れ
ら
の
自
給
を
目
的
と
し
た
活
動
は
、
マ

ン
グ
ロ
ー
ブ
林
破
壊
の
主
要
な
原
因
で
は
な
い
。

重
要
な
の
は
外
部
の
市
場
向
け
の
経
済
活
動
で
あ

る
。
カ
リ
ブ
海
諸
国
、
メ
キ
シ
コ
の
カ
リ
ブ
海
側

は
観
光
業
に
大
き
く
依
存
し
て
い
る
が
、
ホ
テ
ル

な
ど
観
光
施
設
の
建
設
が
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
の
減

少
を
も
た
ら
し
た
。
中
米
諸
国
で
は
エ
ビ
養
殖
が

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
破
壊
の
重
要
な
要
因
と
な
っ
た
。

南
ア
メ
リ
カ
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
減
少
も
エ
ビ
養

殖
、
観
光
な
ど
が
要
因
で
あ
っ
た
。
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サ
ン
ゴ
礁
の
破
壊
も
進
ん
で
い
る
。
と
く
に
カ

リ
ブ
海
が
深
刻
で
あ
る
。
沿
岸
開
発
に
よ
る
土
壌

の
海
へ
の
流
入
、
人
口
増
加
と
下
水
の
不
備
に
よ

る
水
質
汚
染
、
そ
し
て
観
光
施
設
の
建
設
、
そ
こ

か
ら
の
大
量
の
下
水
流
入
が
、
サ
ン
ゴ
礁
減
少
の

要
因
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
経
済
活
動
に
加
え
て
、

近
年
で
は
地
球
温
暖
化
に
と
も
な
う
海
水
温
上
昇

が
、
サ
ン
ゴ
礁
の
破
壊
に
関
わ
っ
て
い
る
。
サ
ン

ゴ
礁
は
Ｃ
Ｏ２
の
重
要
な
吸
収
源
で
あ
る
。
そ
の

減
少
は
温
暖
化
に
拍
車
を
か
け
る
。

●
温
暖
化
が
ア
ン
デ
ス
の
氷
河
を
溶
解

さ
せ
る

　

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
は
豊
富
な
水
資
源
を
も
つ
が
、

農
業
な
ど
の
経
済
活
動
に
よ
っ
て
減
少
し
つ
つ
あ

る
。
重
要
な
水
源
で
あ
る
氷
河
も
溶
解
に
よ
っ
て

失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
う
し
た
水
資
源
の
減
少
も
、

海
外
の
農
産
物
需
要
、
地
球
温
暖
化
に
大
き
く
影

響
を
受
け
て
い
る
。

　

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
淡
水
資
源
は
世
界
の
約

三
〇
％
を
占
め
て
い
る
が
、
現
実
に
は
地
域
的
な

ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
存
在
す
る
。
南
ア
メ
リ
カ
は
河

川
が
多
く
豊
か
な
水
資
源
を
も
つ
。
と
り
わ
け
ブ

ラ
ジ
ル
に
は
地
域
の
淡
水
の
四
〇
％
が
存
在
す
る
。

他
方
で
メ
キ
シ
コ
、
ペ
ル
ー
を
中
心
に
広
大
な
砂

漠
が
存
在
す
る
。
砂
漠
は
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の

六
％
を
占
め
る
。
ま
た
、
カ
リ
ブ
海
の
小
国
は
天

水
に
依
存
す
る
割
合
が
高
く
、
水
資
源
は
豊
か
で

は
な
い
。
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
水
資
源
問
題
は
こ

う
し
た
自
然
条
件
に
よ
る
も
の
だ
け
で
は
な
い
。

灌
漑
に
よ
る
地
表
、
地
下
水
の
減
少
、
そ
し
て
急

激
な
都
市
化
に
よ
る
大
都
市
に
お
け
る
水
不
足
、

水
汚
染
の
問
題
が
よ
り
深
刻
で
あ
る
。
熱
帯
雨
林

は
大
量
の
水
資
源
を
も
つ
が
、
森
林
破
壊
に
よ
っ

て
降
雨
量
が
減
少
す
る
傾
向

に
あ
る
。

　

今
後
深
刻
化
が
懸
念
さ
れ

る
問
題
と
し
て
、
氷
河
の
溶

解
に
よ
る
水
資
源
の
減
少
が

あ
る
。
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の

氷
河
は
主
に
中
・
高
緯
度
地

帯
の
チ
リ
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

に
あ
る
。
し
か
し
、
よ
り
溶

解
が
深
刻
な
の
は
低
緯
度
に

あ
る
熱
帯
氷
河
で
あ
る
。
多

く
が
標
高
五
〇
〇
〇
メ
ー
ト

ル
を
超
え
る
場
所
に
あ
る
ラ

テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
熱
帯
氷
河

は
、
世
界
の
九
〇
％
を
占
め

る
。
ペ
ル
ー
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
、

エ
ク
ア
ド
ル
、
ボ
リ
ビ
ア
、

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
五
カ
国
の
氷

河
は
、
二
〇
〇
六
年
に
合
計

で
一
九
二
〇
平
方
キ
ロ
に
達

す
る
が
、
そ
の
面
積
は

一
九
七
〇
年
代
に
比
べ
る
と

八
〇
〇
平
方
キ
ロ
以
上
減
少

し
た
。
最
も
多
い
ペ
ル
ー
の

氷
河
は
、
一
九
七
〇
年
の

一
九
五
八
平
方
キ
ロ
か
ら

二
〇
〇
六
年
の
一
三
七
〇
平

方
キ
ロ
に
減
少
し
た
（
参
考

文
献
④
）。
今
後
地
球
温
暖
化
と
と
も
に
加
速
度

的
に
減
少
す
る
と
予
想
さ
れ
る
。

　

下
流
域
に
人
口
が
多
い
熱
帯
氷
河
溶
解
の
影
響

図１　ラテンアメリカ・カリブの気象災害件数の推移
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は
深
刻
で
あ
る
。氷
河
は
大
量
の
水
を
蓄
え
、人
々

に
飲
料
水
、
農
業
用
水
、
電
力
を
提
供
し
て
き
た
。

氷
河
の
溶
解
は
、
人
々
か
ら
飲
料
水
を
奪
い
、
農

業
を
困
難
に
す
る
。
大
量
な
水
を
使
用
す
る
輸
出

向
け
農
業
へ
の
影
響
も
大
き
い
。
ア
ン
デ
ス
諸
国

で
は
鉱
業
が
重
要
な
産
業
で
あ
る
が
、
氷
河
は
洗

鉱
の
水
を
提
供
し
て
い
る
。
こ
の
地
域
で
は
ま
た

氷
河
は
水
力
発
電
の
重
要
な
水
源
で
あ
る
。
氷
河

の
溶
解
は
こ
う
し
た
経
済
活
動
を
脅
か
し
、
人
々

の
生
活
と
生
命
を
危
う
く
す
る
。
氷
河
の
溶
解
は

ま
た
水
を
め
ぐ
る
争
い
を
激
化
さ
せ
る
危
険
を
も

つ
。●

増
加
す
る
自
然
災
害
は
地
球
温
暖
化

の
影
響
か

　

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
は
多
様
な
自
然
災
害
に
晒
さ

れ
て
い
る
。
気
象
の
異
常
、
地
震
、
火
山
の
噴
火

な
ど
で
あ
る
。
自
然
災
害
は
多
分
に
地
形
な
ど
自

然
条
件
に
起
因
す
る
も
の
だ
が
、
部
分
的
に
は
人

為
的
な
要
因
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
と
く
に
近
年

の
異
常
気
象
は
、
域
内
で
の
森
林
破
壊
や
地
球
温

暖
化
と
深
い
関
係
を
も
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

中
央
ア
メ
リ
カ
、
カ
リ
ブ
諸
国
を
襲
う
ハ
リ
ケ
ー

ン
は
、
近
年
そ
の
威
力
を
強
め
て
い
る
が
、
そ
れ

は
海
水
温
の
上
昇
に
関
係
し
て
い
る
。
二
〇
〇
四

年
に
は
温
帯
に
属
す
る
ブ
ラ
ジ
ル
南
部
の
サ
ン
タ

カ
タ
リ
ー
ナ
沖
で
熱
帯
低
気
圧
が
発
生
し
た
。
主

な
自
然
災
害
の
発
生
件
数
を
見
る
と
、
洪
水
、
ハ

リ
ケ
ー
ン
な
ど
の
ス
ト
ー
ム
、
異
常
高
温
が
傾
向

的
に
増
加
し
て
い
る
（
図
１
）。

●
環
境
破
壊
が
開
発
の
持
続
を
困
難
に

さ
せ
る

　

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
で
進
行
し
て
い
る
自
然
破
壊

は
、
こ
の
地
域
の
開
発
の
継
続
を
難
し
い
も
の
に

す
る
。
中
米
を
中
心
と
す
る
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
で

の
森
林
破
壊
、
水
の
枯
渇
、
土
壌
の
劣
化
は
、
米

国
な
ど
輸
出
向
け
の
野
菜
、
果
物
、
穀
物
、
食
肉
、

切
花
の
生
産
を
困
難
に
す
る
。
世
界
最
大
の
淡
水

資
源
を
も
つ
ア
マ
ゾ
ン
の
水
循
環
は
、
そ
の
南
に

位
置
す
る
ブ
ラ
ジ
ル
南
部
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
と
も

関
わ
っ
て
い
る
。
ア
マ
ゾ
ン
で
森
林
破
壊
が
進
む

と
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
穀
倉
地
帯
に
変
貌
を
遂
げ
た
中

央
高
原
の
セ
ラ
ー
ド
、
伝
統
的
な
農
業
地
帯
で
あ

る
南
東
部
と
南
部
、
さ
ら
に
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
北
部

な
ど
広
範
な
地
域
で
、
降
水
量
が
減
少
す
る
。
他

方
で
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
で
海
水
温
が
上
昇
し
、

大
西
洋
か
ら
の
湿
潤
な
大
気
が
大
量
に
流
入
す
る

と
、
そ
れ
ら
の
地
域
で
降
水
量
を
増
や
す
要
因
と

な
る
。
そ
の
結
果
、
降
水
量
は
と
き
に
極
端
に
少

な
く
と
き
に
極
端
に
多
く
な
る
。
こ
う
し
た
降
雨

量
の
変
動
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
と
そ
の
隣
国
の
農
業
に

収
穫
の
減
少
と
不
安
定
を
も
た
ら
す
危
険
が
あ
る
。

　

中
国
な
ど
新
興
国
で
の
食
糧
需
要
が
増
加
し
、

他
方
で
地
球
上
の
農
業
適
地
が
減
少
す
る
な
か
で
、

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
は
世
界
の
食
糧
庫
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
環
境
破
壊
が
進
め
ば
、

そ
う
し
た
期
待
は
幻
想
に
終
わ
る
か
も
し
れ
な
い
。

二
〇
〇
八
年
に
世
界
は
食
糧
危
機
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

危
機
を
経
験
し
た
。
そ
れ
は
貧
困
国
、
貧
困
層
を

飢
餓
、
貧
困
へ
と
追
い
や
っ
た
。
大
量
の
資
金
を

も
つ
富
裕
国
、
富
裕
層
は
何
ら
の
痛
痒
を
感
じ
な

か
っ
た
。
米
国
発
の
国
際
金
融
危
機
は
二
〇
〇
八

年
後
半
か
ら
農
産
物
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
を
引
き

下
げ
た
が
、
新
興
国
を
中
心
と
す
る
経
済
成
長
、

生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
化
、
農
業
適
地
の
減
少
、
異

常
気
象
、
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
枯
渇
・
減
少
に

よ
っ
て
、長
期
的
に
は
食
糧
、資
源・エ
ネ
ル
ギ
ー

は
不
足
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
を
放
置
す
れ
ば
、

い
ず
れ
食
糧
、
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
め
ぐ
る
貧

困
国
、
貧
困
層
の
反
乱
に
直
面
す
る
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
地
球
環
境
の
悪
化
が
続
け
ば
、
富
裕
国
、

富
裕
層
も
飢
餓
、
貧
困
に
直
面
す
る
で
あ
ろ
う
。

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
環
境
問
題
は
、
わ
れ
わ
れ
に
、

経
済
、
生
活
の
根
底
か
ら
の
変
革
を
警
告
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

（
こ
い
け　

よ
う
い
ち
／
立
命
館
大
学
経
済

学
部
教
授
）
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